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地域における道路ネットワークの機能階層性の程度(階層化度)を評価するため，道路ネットワ

ークの機能階層性を表現する道路利用特性や，その評価に必要となる道路ネットワーク条件や地

域都市構造を検討し，これらを用いた階層化度の評価方法を提案する研究開発． 

1. 研究の背景・目的 
わが国の道路ネットワークは概成しつつあるが，その一方で，道路

利用により提供される平均旅行速度は高速自動車国道とその他に大

きく二分されており，中間となる旅行速度を提供する道路がほとん

ど存在しない．これにより重要拠点間連絡に長時間を要する等の問

題を抱えており，これらの問題を解決する方法として，機能階層型道

路ネットワークの考え方が重要である．しかし，地域における道路ネ

ットワークがどの程度機能階層的に利用し得るかを評価する手法が

ないため，実務においてもこの観点から目標を設定し，対策を講じる

ことが困難である． 
本研究では，機能階層型道路ネットワークが有する性質を評価する指標

となる階層化度を提案する．そして，階層化度を用いて機能階層型道路ネ

ットワーク計画を立案する手法を提案する． 
 

2. 研究内容 
(1)道路ネットワークの機能階層性の仮定 
(2)道路ネットワーク条件・地域都市構造の定量化 
(3)機能階層型道路ネットワークにおける道路利用特性の検討 
(4)道路利用特性指標を用いた道路ネットワークの機能階層性の評価方法 
(5)階層化度を用いた道路ネットワークの評価 

 

3. 研究成果 
(1)道路ネットワークの階層化度は，道路利用特性で表現することが可

能であり，この道路利用特性を媒介として道路ネットワーク条件や

地域都市構造によって変化するものであると仮定した． 
(2)機能階層性を評価する際に用いる道路ネットワーク条件に関する

指標を設定するため，道路階層の分類方法や自由速度の設定方法等

を提示し，自由速度等の階層別の指標を提案した．また，地域都市

構造に関する指標を設定するため，分析対象地域をゾーニングし，

そのゾーンに複数存在する拠点施設に関する特徴量やゾーンの代

表点の設定方法を定め，これらの代表点から上位階層の道路までの

距離に関する指標を提案した． 
(3)道路ネットワークの機能階層性を表現する道路利用特性として，旅

行速度や道路利用の差別化に関する指標を抽出し，道路ネットワー

ク条件や地域都市構造の観点から感度分析を行い，トリップ長に応

じた階層利用率曲線の交点(𝜃𝜃, 𝑓𝑓(𝜃𝜃))(図-1)を代表的な指標として選定した． 
(4)階層利用率曲線の重ね図から想定される道路ネットワーク特性に基づき，階層利用率曲線の交点より定

めた客観的指標(𝜃𝜃, 𝜑𝜑)を用いて道路ネットワークの階層化度を評価する方法(図-2)を提案した．機能階層

型道路ネットワークの検討に携わる専門家らを対象に，道路ネットワークの機能階層性に関する一対比較

 
図-1 階層利用率曲線の重ね図と交点 
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図-2 階層化度の区分 
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表-1 重回帰分析結果 
分類 変数 係数𝜃𝜃 係数𝑓𝑓(𝜃𝜃) 

道
路
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
条
件 

道路延長率 
階層A 𝑅𝑅𝑅𝑅𝐴𝐴[%] -2.74×10-3** 4.57×10-3** 

階層B 𝑅𝑅𝑅𝑅𝐵𝐵[%] － -6.12×10-3** 

自由速度 
階層A 𝑉𝑉𝐴𝐴[km/h] -1.82×10-3** － 
階層B 𝑉𝑉𝐵𝐵[km/h] -4.36×10-4**  
階層C 𝑉𝑉𝐶𝐶[km/h] 2.16×10-3** － 

自由速度差 
階層AB間 

∆𝑉𝑉𝐴𝐴𝐵𝐵 [km/h]  5.14×10-4* 

階層BC間 
∆𝑉𝑉𝐵𝐵𝐶𝐶 [km/h]  -2.36×10-3** 

階層IC間隔 𝑠𝑠𝑠𝑠𝐴𝐴[km] － -1.43×10-3** 

地
域
都
市
構
造 

発生集中点～階
層hの距離の加
重平均値の逆数 

階層A 
1/𝑑𝑑𝐴𝐴[1/km] -1.29×10-0** 6.16×10-1** 

階層B 
1/𝑑𝑑𝐵𝐵[1/km] -1.66×10-1** -3.49×10-1** 

発生集中点～階
層hの距離の標

準偏差 

階層A 𝑠𝑠𝐴𝐴[km] － 1.02×10-2** 

階層B 𝑠𝑠𝐵𝐵[km]   
定数項 5.78×10-1** 3.98×10-1** 

調整済み決定係数  R2 0.713 0.752 
モデル推定利用ケース数 194 

*p 値 < 0.05, **p 値 < 0.01 
:t 値が低く選定されなかった変数 
:共線性を回避するため落とした変数 
:各階層の自由速度で対応するため落とした変数 
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アンケートを実施したところ，得られた主観的評価の序列と，

客観的指標による評価の序列が，階層化度の評価区分レベルで

一致することが確認された． 
(5)階層化度の評価手法を実務者が経路探索を行うことなく簡便

に利用できるようにするため，道路利用特性指標の推定モデル

を構築(表-1)し，機能階層型道路ネットワーク計画を立案する

手法を提案した(図-3)．これに基づき東海 4 圏域における現状，

および改善案実施時における階層化度を評価(図-4,5,6)した． 
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5. 今後の展望 
・本研究成果により，任意の地域において，道路ネットワーク条件，および地域都市構造を整理すること

で現状道路ネットワークの階層化度を照査できるとともに，地域の将来像を踏まえた施策実施時における

階層化度の評価することが可能となった． 
・今後の課題として，道路ネットワークの連続性を表現する説明変数の検討や，拠点施設の種類に応じた

ゾーンの特徴量の設定方法の検討，都市内街路ネットワークを対象とした階層化度の評価手法の検討（沿

道出入機能の考慮や，自動車以外の利用主体の考慮が必要）などが挙げられる． 
 

6. 道路政策の質の向上への寄与 
・本研究では，計画当初より実務への適用を念頭においており，提案した階層化度の評価手法を，実務者

が入手可能な情報に基づき簡便に利用できるようにしている． 
・この評価手法により，道路ネットワークを機能階層性の観点から政策判断することが可能となる． 

 

7. ホームページ等   なし 

 
図-6 4 圏域の階層化度の変化 
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図-5 愛知東部改善案 case1-3 
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図-4 愛知東部現状 case1-1 
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図-3 機能階層型道路ネットワーク計画

の検討フロー 
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